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第１章 正の数・負の数

１ ０より小さい数 ②数直線

＜目標＞ 正の数・負の数を数直線上から読み取り、数直線上に表すことができる。

[教科書P16]

小学校まで、数直線は以下のようになっていましたよね？

それが中学校になると･･･
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【例】
A B C
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この数直線の Aにあたる数は「－５」

Bにあたる数は「－２」

Cにあたる数は「１.５（もしくは＋１.５）」 となる。

教科書P16の 問５ 問６ を解きなさい。

※家庭学習ノートにやりなさい。

【問５】 A・・・－４ B・・・－１.５ C・・・０.５（もしくは＋０.５）

【問６】 ※POINT→ は「３.５」と少数に直してから数直線上に表す。
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－３ －２.５ ＋４.５

教科書P16の 練習問題 を解きなさい。

※家庭学習ノートにやりなさい。

① （１）＋１８ （２）－３６ （３）＋ （４）－０.８

② 負の数：－３.２ －１０ － －１ －０.１

自然数：＋９ ６

↑

※POINT 自然数とは「正の整数」のことである。
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中学校では、負の数（０より小さい数）を数直線上に表すために、数直線を左に

のばすことで、０より小さい数も表すことができます。
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